
ヨ
ア
ヒ
ム
・
ラ
ー
ト
カ
ウ
に
よ
る
前
書
き
　
１

原
子
力
は
、
い
か
に
し
て
未
来
の
も
の
か
ら
歴
史
に
な
っ
た
の
か
　
１

熱
狂
か
ら
懐
疑
へ
　
２

悪
魔
の
い
な
い
悲
劇
　
３

核
爆
弾
の
力
　

５

舵
取
り
の
い
な
い
展
開
　
８

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
方
向
転
換
の
た
め
の
い
く
つ
か
の
洞
察
　
1
0

ロ

ー
タ
ル
・
ハ
ー
ン
に
よ
る
前
書
き
　
1
3

時
代
に
つ
い
て
の
一
人
の
証
言
者
の
観
察
　
1
3

第

１

章
　

第

二

次

世

界

大

戦

の

原

爆

製

造

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

か

ら

「

原

子

力

の

平

和

利

用

」
へ
　
1
7

広
島
と
ハ
イ
ガ
ー
ロ
ッ
ホ
ー

歴
史
的
な
重
荷
を
負
っ
た
原
子
力
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
内
部
の
不
和
　
1
7

原
子
力
政
策
－

ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
、
エ
ア
ハ
ル
ト
、
ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
　
2
6

原
子
力
政
策
の
原
点
－

科
学
者
か
、
産
業
界
か
　
3
2

第
二
次
世
界
大
戦
の
遺
物
－

重
水
炉
と
ウ
ラ
ン
遠
心
分
離
機
　
3
5

原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
経
済
的
な
基
本
的
枠
組
み
　
3
7

原
子
力
政
策
と
公
的
な
財
政
措
置
の
展
開
　
3
8

原
子
力
産
業
と
民
間
資
本
の
好
景
気
　
4
0

第

２

章
　

「

原

子

力

の

平

和

利

用

」

と

い

う

幻

想

―

思

惑

の

局

面
4
4

原
子
力
技
術
の
意
志
決
定
の
場
と
政
治
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
ー

イ
ギ
リ
ス
の
道
か
、
ア
メ
リ
カ
の
道
か
　
4
4

「
我
ら
が
旗
印
で
あ
る
天
然
ウ
ラ
ン
」
、
そ
し
て
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
へ
の
衝
動

－

戦
略
的
意
志
決
定
と
し
て
の
燃
料
の
選
択
　
4
6

原
子
力
技
術
に
お
け
る
進
歩
信
仰
―

将
来
の
原
子
炉
「
諸
世
代
」
を
予
告
す
る
も
の
　
4
8

増
殖
炉
陶
酔
の
蜃
気
楼
―

核
融
合
炉
　
5
1

「
原
子
力
の
時
代
」
と
い
う
神
話
―

一
九
五
〇
年
代
の
統
合
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
と
し
て
の
「
原
子
力
の
平
和
利
用
」
　
5
5

枯
渇
す
る
こ
と
の
な
い
豊
穣
の
玉
手
箱
　
5
5

原
子
力
へ
の
陶
酔
の
高
ま
り
と
そ
の
終
焉
　
6
0

押
し
の
け
ら
れ
た
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
　
6
7

原
子
力
楽
観
主
義
と
住
民
の
不
安
　
6
9

早
す
ぎ
た
楽
観
主
義
の
破
綻
　
7
0



「
原
子
力
時
代
」
の
政
治
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
力
点
　
7
2

社
会
民
主
党
と
「
原
子
力
時
代
」
　
7
6

ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
宣
言
の
印
象－

平
和
利
用
対
軍
事
利
用
　
7
8

経
済
戦
略
の
構
成
要
素
と
し
て
の
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
　
8
2

電
機
産
業
主
導
下
の
原
子
力
産
業
　
8
2

在
来
型
の
発
電
所
に
あ
わ
せ
た
原
子
力
発
電
所
　
8
3

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
途
絶
」
へ
の
恐
れ
Ｉ

本
当
に
そ
れ
は
あ
っ
た
の
か
　
8
6

原
子
力
技
術
に
対
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
界
の
戦
略
　
8
6

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
途
絶
」
に
つ
い
て
の
論
議
　
8
7

石
炭
側
の
抵
抗
は
ど
こ
で
続
い
て
い
た
の
か－

回
避
さ
れ
た
対
立
　
9
3

二
股
を
か
け
て
保
身
を
模
索
し
た
空
理
空
論－

初
期
の
原
子
力
工
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
の
基
本
的
性
格
　
9
8

原
子
力
計
画
策
定－

国
か
産
業
界
か
科
学
者
か
　
1
0
0

は
っ
き
り
と
せ
ず
、
定
ま
ら
な
い
評
価
－

原
子
力
発
電
所
開
発
に
お
け
る
国
家
の
役
割
　
1
0
0

原
子
力
省
、
原
子
力
委
員
会
、
そ
し
て
、
原
子
カ
フ
オ
ー
ラ
ム
　
1
0
4

フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
（
在
任
期
間
一
一
九
五
五
～
五
六
年
）
　
1
0
5

郵
政
大
臣
か
ら
原
子
力
大
臣
ヘ
ー

ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
ム

ル
ヶ
（
在
任
期
間
一
一
九
五
六
上

八二
年
）
　
1
0
7

原
子
力
省
内
の
せ
め
ぎ
あ
い
　
1
0
9

ド
イ
ツ
原
子
力
委
員
会－

見
か
け
倒
し
の
優
秀
な
頭
脳
　
1
1
0

「
エ
ル
ト
ヴ
ィ
レ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」－

曖
昧
な
政
府
の
原
子
力
計
画
策
定
　
1
1
4

い
き
な
り
大
規
模
な
原
子
力
発
電
所
へ
　
1
1
5

原
子
力
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
ユ
ー
ラ
ト
ム
政
策
　
1
1
7

世
界
規
模
の
競
争－

原
子
力
政
策
に
つ
き
ま
と
う
強
迫
観
念
　
1
1
7

仮
想
の
増
殖
炉
競
争
　
1
1
9

欧
州
原
子
力
共
同
体
と
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ー
ラ
ト
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
失
敗
　
1
2
1

フ
ラ
ン
ス
の
原
子
爆
弾
の
共
犯
者
と
し
て
の
ユ
ー
ラ
ト
ム
　
1
2
3

虚
構
の
崩
壊
―

平
和
利
用
の
み
の
原
子
力
共
同
体
　
1
2
4

核
兵
器
開
発
の
原
子
力
技
術
―

「
原
子
力
の
平
和
利
用
」
の
背
後
で
　
1
2
6

ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
と
原
子
力
　
1
2
8

第
３
章
　

つ

く

り

上

げ

ら

れ

た

事

実

―

計

画

に

は

な

か

っ

た

軽

水

炉

の

勝

利
　
1
3
3

強
化
さ
れ
た
国
家
介
入
―

原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
方
向
転
換
　
1
3
3

原
子
力
発
電
所
の
国
家
助
成
モ
デ
ル
の
生
い
立
ち
　
1
3
3

熾
烈
な
駆
け
引
き
―

最
初
の
実
用
原
子
力
発
電
所
の
資
金
調
達
　
1
3
5

シ
ュ
ト
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
時
代
の
原
子
力
政
策
　
1
3
8

原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
参
入
す
る
た
め
の
条
件
―

Ｒ
Ｗ
Ｅ
社
　
1
4
0

片
隅
か
ら
中
心
的
な
政
策
へ
と
昇
格
し
た
原
子
力
政
策
　
1
4
8

独
り
歩
き
す
る
未
来
の
原
子
炉
―

巨
大
研
究
独
自
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
　
1
4
9

増
殖
炉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
巻
き
こ
ま
れ
た
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
ー

研
究
炉
施
設
か
ら
巨
大
研
究
セ
ン
タ
ー
へ
　
1
4
9

大
き
な
飛
躍
へ
の
途
上
　
1
5
5



増
殖
炉
と
競
合
す
る
ユ

ー
リ
ヒ
の
高
温

ガ
ス
炉
－

企
業
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
巨
大
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
　
1
5
7

高
温
ガ
ス
炉
開
発
競
争
　
1
5
9

変
容
す
る
高
温
ガ
ス
炉
－

未
来
の
原
子
炉
へ
　
1
6
0

科
学
者
と
産
業
界
の
間
で
―

巨
大
研
究
の
構
造
的
問
題
　
1
6
6

増
殖
炉
建
設
へ
の
産
業
界
の
介
入
　
1
6
8

カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
の
未
来
型
原
子
炉
に
ま
と
わ
り
つ
く
将
来
へ
の
不
安
　
1
7
0

「
天
に
つ
ば
す
る
者
は
…
…
」
－

カ
ー
ル
ス
ル

ー
エ
と
ユ

ー
リ
ヒ
の
競
争
と
調
整
　
1
7
2

あ
れ
も
、
こ
れ
も
の
政
策
と
し
て
の
「
原
子
炉
戦
略
」
　
1
7
4

無
計
画
な
合
従
連
衡
に
よ
る
競
合
的
展
開
－

求
心
力
を
欠
い
た
国
、
産
業
界
、
科
学
者
　
1
7
9

計
画
に
反
す
る
軽
水
炉
の
一
人
勝
ち
と
一
九
六
〇
年
代
の
原
子
力
計
画
　
1
7
9

ド
イ
ツ
初
の
実
用
原
子
力
発
電
所
の
原
子
炉
タ
イ
プ
の
選
定
　
1
8
0

全
体
的
な
政
治
的
環
境
と
原
子
力
政
策
　
1
8
4

美
し
い
建
前
と
し
て
の
計
画
づ
く
り
－

紙
の
上
だ
け
だ
っ
た
一
九
六
〇
年
代
の
計
画
　
1
8
6

凋
落
す
る
重
水
炉
－

現
役
の
原
子
炉
と
未
来
の
原
子
炉
の
亀
裂
の
拡
大
　
1
9
0

原
子
力
産
業
の
最
初
の
輸
出
受
注
　
1
9
2

ニ
ー
ダ
ー
ア
イ
ヒ

バ
ッ
ハ
重
水
炉
原
子
力
発
電
所
の
で
た
ら
め
な
終
焉
　
1
9
4

カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
の
「
多
目
的
研
究
用
原
子
炉
」
の
運
命
　
1
9
5

増
殖
炉
タ
イ
プ
を
巡
る
対
立
　
1
9
7

増
殖
炉
の
「
開
発
」
は
進
化
的
な
発
展
な
の
か
　
1
9
7

ナ
ト
リ
ウ
ム
蒸
気
か
、
水
蒸
気
か
　
1
9
8

負
の
学
習
過
程
と
し
て
の
増
殖
炉
開
発
　
2
0
5

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
一
貫
性
の
な
さ
と
タ
イ
ム
ラ
グ
　
2
0
6

使
用
済
み
核
燃
料
再
処
理－

「
国
家
的
な
」
と
い
う
任
務
　
2
0
8

使
用
済
み
核
燃
料
再
処
理
に
関
す
る
初
期
の
諸
計
画
　
2
0
9

最
も
嫌
わ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ー

カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
使
用
済
み
核
燃
料
再
処
理
施
設
を
巡
る
い
が
み
あ
い
　
2
1
2

再
処
理
は
、
そ
も
そ
も
必
要
な
の
か
　
2
1
4

「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
」
に
お
け
る
目
立
た
な
い
部
門
　
2
1
5

ウ
ラ
ン
埋
蔵
地
の
開
発
　
2
1
7

原
子
力
産
業
へ
の
独
占
的
な
集
中－

ド
イ
ツ
原
子
力
委
員
会
の
寄
生
　
2
2
0

核
拡
散
防
止
条
約
を
巡
る
対
立
　
2
2
6

民
生
用
原
子
力
技
術
の
現
実
の
利
益
と
先
延
ば
し
さ
れ
た
利
益
　
2
2
6

原
子
力
産
業
と
核
拡
散
防
止
条
約
を
巡
る
対
立
　
2
3
2

核
拡
散
の
危
険
に
対
す
る
沈
黙
は
続
く
　
2
3
6

第
４
章
　

原

子

力

関

係

者

が

目

を

そ

ら

し

た

リ

ス

ク

が

世

の

中

に

衝

撃

を

与

え

る
　
2
3
9

原
子
炉
の
安
全
―

原
子
力
技
術
開
発
の
傍
流
　
2
3
9

「
安
全
」
の
意
味－

一
進
一
退
の
安
全
議
論
　
2
3
9

な
お
ざ
り
に
さ
れ
た
原
子
炉
の
安
全
研
究
　
2
4
2

原
子
力
政
策
の
原
罪－

不
十
分
な
損
害
賠
償
義
務
　
2
4
6

虚
構
の
放
射
線
許
容
量
　
2
5
1



初
期
の
批
判
点－

放
射
性
廃
棄
物
の
ジ
レ
ン
マ
　
2
5
2

挑
発
的
な
リ
ス
ク
の
広
が
り－

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
と
使
用
済
み
核
燃
料
再
処
理
　
2
5
4

正
確
さ
と
い
う
単
な
る
形
式
的
な
リ
ス
ク
対
応－

想
定
可
能
な
最
大
規
模
の
事
故
（
Ｇ
Ａ
Ｕ
）
　
2
5
8

疑
わ
し
い
進
歩－

原
子
炉
リ
ス
ク
の
定
義
に
お
け
る
「
確
率
主
義
革
命
」
　
2
6
1

原
子
炉
リ
ス
ク
を
限
定
す
る
手
段
と
し
て
の
「
安
全
哲
学
」
　
2
6
5

「
固
有
の
安
全
」
と
い
う
哲
学
　
2
6
9

行
き
詰
ま
っ
た
「
工
学
的
安
全
対
策
」
と
い
う
哲
学
　
2
7
3

ベ
ル
リ
ン
の
壁
建
設
の
背
後
で－

西
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所
建
設
計
画
　
2
7
5

大
都
市
近
郊
へ
の
巨
大
化
学
産
業
の
進
出
－

Ｒ
Ｗ
Ｅ
社
を
巡
る
競
争
と
原
子
力
紛
争
の
拡
大
の
始
ま
り
　
2
7
9

安
全
議
論
に
刺
激
を
与
え
た
、
一
０
０
０
メ
ガ
ワ
ッ
ト
容
量
か
ら
の
跳
躍
　
2
8
7

地
下
施
設
の
原
子
力
発
電
所
―

排
除
さ
れ
た
安
全
哲
学
　
2
8
9

原
子
炉
安
全
委
員
会
の
や
り
場
の
な
い
怒
り
　
2
9
0

噛
み
あ
わ
な
い
展
開－

原
子
力
の
Ｐ
Ｒ
と
現
実
　
2
9
5

原
子
力
産
業
界
と
原
子
力
研
究
中
枢
機
関
に
お
け
る
情
報
政
策
　
2
9
5

メ
デ
ィ
ア
は
ど
こ
に
い
た
の
か
　
3
0
2

原
子
力
タ
イ
プ
を
巡
る
議
論
の
終
結－

選
択
肢
の
消
滅
　
3
0
3

反
原
発
運
動
が
起
き
る
　
3
0
7

核
兵
器
反
対
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
の
連
続
性
と
断
絶
　
3
0
7

原
子
力
施
設
へ
の
反
対
　
3
1
2

地
方
自
治
体
の
抵
抗
　
3
1
4

「
時
代
遅
れ
の
」
抗
議－

ウ
ラ
ン
採
掘
に
反
対
し
た
メ
ン
ツ
ェ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
ト
村
　
3
1
6

反
対
運
動
の
国
際
的
な
前
史－

ボ
デ
ガ
湾
か
ら
ヴ
ユ
ル
ガ
ッ
セ
ン
に
至
る
ま
で
　
3
2
0

大
々
的
な
拡
大
―

ヴ
ィ
ー
ル
か
ら
ゴ
ア
レ
ー
ベ
ン
に
至
る
ま
で
　
3
2
3

反
原
発
運
動
と
平
和
運
動
と
の
結
び
つ
き
、
そ
し
て
、
緑
の
党
の
台
頭
　
3
2
8

「
ド
イ
ツ
人
の
ヒ
ス
テ
リ
ー
」
と
は
－

反
原
発
運
動
の
合
理
的
な
論
理
　
3
2
9

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
か
ら
福
島
ま
で
　
3
3
2

◎
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
に
お
け
る
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
歴
史
に
寄
せ
て
　
3
3
6

頂
点
か
、
そ
れ
と
も
あ
だ
花
か
　
3
4
6

現
実
は
陶
酔
感
を
も
っ
て
は
前
に
進
ま
な
い
　
3
4
8

核
燃
料
サ
イ

ク
ル
の
完
結
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
ま
ま
　
3
5
1

ま
す
ま
す
抵
抗
に
あ
う
楽
観
主
義
　
3
5
6

第

５

章
　

忍

び

寄

る

没

落

か

ら

明

ら

か

な

没

落

へ
　
3
5
8

突
然
の
暗
転
、
故
障
、
ト
ラ
ブ
ル
続
き
の
原
発
、
そ
し
て

ズ
ッ
パ

ー
ガ
ウ
　
3
5
8

新
し
い
危
険
の
温
床
―

テ
ロ
リ
ズ
ム
と
航
空
機
　
3
6
4

◎
一
九
八
六
年
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
大
惨
事
　
3
6
6

【
付
説
】
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
大
惨
事
の
経
緯
　
3
7
1

プ
ラ
ン
ト
か
ら
コ

ー
ル
ま
で
の
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
　
3
7
5

原
子
力
で
い
が
み
あ
う
連
邦
と
州
　
3
7
5

赤
黄
連
立
政
権
と
そ
の
総
括
　
3
8
1



関
心
と
情
報
の
欠
如
の
間
で
－

コ

ー
ル
政
権
の
原
子
力
政
策
　
3
8
3

批
判
者
が
枢
要
な
ポ
ス
ト
に
就
く
　
3
8
9

脱
原
発
を
巡
る
右
往
左
往
　
3
9
0

赤
緑
連
立
政
権
が
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
ま
と
め
あ
げ
る
　
3
9
0

原
子
力
ロ
ビ
ー
に
屈
し
た
メ
ル
ケ
ル
　
3
9
5

◎
二
０
一
一
年
の
福
島
原
子
力
発
電
所
の
大
災
害
　
3
9
9

つ
い
に
脱
原
発
　
4
0
2

間
違
っ
た
方
向
へ
の
進
展
と
誇
大
妄
想
　
4
0
6

ゴ
ア
レ

ー
ベ
ン
の
惨
事
－

原
子
力
産
業
の
最
初
の
敗
退
　
4
0
6

戦
略
上
の
判
断
ミ
ス
－

Ｔ
Ｈ
Ｔ
Ｒ
－

３
０
０
と
沸
騰
水
型
原
子
炉
の
「
建
設
方
針
6
9」
　
4
0
9

ビ
ブ
リ
ス
原
発
を
巡
る
Ｒ
Ｗ
Ｅ
社
と
ヘ
ッ
セ
ン
州
政
府
と
の
長
い
争
い
　
4
1
1

イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
準
備
不
足
、
実
験
に
よ
る
学
習
の
欠
如
　
4
1
3

ま
す
ま
す
失
わ
れ
て
い
く
専
門
能
力
　
4
1
5

あ
る
種
の
誇
大
妄
想
が
ま
だ
あ
る
の
か
　
4
1
7

「
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
道
」
　
４１８

前
進
す
る
再
生
可
能
工
ネ
ル
ギ
ー
　
4
1
9

将
来
へ
の
覚
悟

が
で
き
な
か
っ
た
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
　
4
2
0

将
来
へ
の
率
直
な
問
い
か
け
－

メ
ル
ケ
ル
の
政
府
施
政
演
説
　
4
2
2

総

決

算

と

展

望

工
ネ
ル
ギ
ー
産
業
に
お
け
る
構
造
改
革
と
新
し
い
タ
イ

プ
の
担

い
手

の
必
要
性
　
4
3
0

無
意
識
の
う
ち
に
収
斂
す
る
利
害
関
心
　
4
3
1

原
子
力
に
関
す
る
能
力
の
衰
微
　
4
3
2

世
界
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
「
ド
イ
ツ
人
の
不
安
」
　
4
3
4

発
明
家
精
神
の
恐
ろ
し
い
ま
で
の
萎
縮
　
4
3
5

見
た
と
こ
ろ
ど
こ
に
で
も
あ
る
よ
う
な
こ
と
、
と
い
う
リ
ス
ク
　
4
3
6

歴
史
的
な
瞬
間
を
利
用
す
る
　
4
3
7

未
来
志
向
の
政
治－

未
知
の
も
の
と
の
ゲ
ー
ム
　
4
3
9

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
学
ぶ
―

補
助
金
と
環
境
保
護
　
4
4
0

国
の
干
渉
対
市
場
の
独
占
　
4
4
3

多
様
な
小
道
　
4
4
5

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
論
考
に
不
足
す
る
も
の
　
4
4
7

訳
者
後
書
き
　
4
4
9

索
引事
項
索
引
　
4
5
6

人
名
索
引
　
4
7
0


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5

